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(57)【要約】
【課題】ディスプレイに表示される画像は、パノラマ画
像の一部であるため、ダウンロードされるパノラマ画像
が増えていくと、ユーザは、どのパノラマ画像を閲覧し
ているのか、又は、どのパノラマ画像におけるどの所定
領域画像を閲覧しているのかが分からなくなってしまう
。これにより、ユーザは、所望のパノラマ画像、又はパ
ノラマ画像における所望の所定領域画像を探し出すこと
が容易ではない。
【解決手段】通信端末は、パノラマ画像における所定領
域画像に関するサムネイルを表示させ、所定のサムネイ
ルの選択を受け付けることで、この受け付けられたサム
ネイルに関する所定領域画像を表示させることができる
。よって、ユーザは、所望のパノラマ画像、又はパノラ
マ画像における所望の所定領域画像を探し出すことが容
易になるという効果を奏する。
【選択図】図３４
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　パノラマ画像における所定領域を示すための所定領域情報、及び当該所定領域情報で示
される所定領域画像に関するサムネイルを識別するためのサムネイル識別情報とを対応付
けて記憶する記憶手段と、
　前記サムネイルを、所定の表示手段に表示させる表示制御手段と、
　前記表示されたサムネイルのうち、所定のサムネイルの選択を受け付ける受付手段と、
　を有し、
　前記表示制御手段は、前記選択されたサムネイルのサムネイル識別情報に基づいて、対
応する所定領域情報で示される所定領域画像を前記表示手段に表示させることを特徴とす
る通信端末。
【請求項２】
　前記記憶手段は、前記所定領域情報に対して、前記パノラマ画像を識別するための画像
識別情報及び前記所定領域に関連する関連情報を対応付けて記憶し、
　前記受付手段は、所定の関連情報の選択を受け付け、
　前記表示制御手段は、前記選択を受け付けられた所定の関連情報に対応する画像識別情
報で識別されるパノラマ画像において、前記選択を受け付けられた所定の関連情報に対応
する所定領域情報で示される所定領域画像に関するサムネイルを、前記所定の表示手段に
表示させ、
　前記受付手段は、前記表示されたサムネイルのうち、所定のサムネイルの選択を受け付
け、
　前記表示制御手段は、前記選択されたサムネイルに対応する所定領域情報で示される所
定領域画像を前記表示手段に表示させること
　を特徴とする請求項１に記載の通信端末。
【請求項３】
　請求項２に記載の通信端末であって、更に、
　前記受付手段によって受け付けられた所定の関連情報に基づいて前記記憶手段を検索す
ることにより、対応する画像識別情報及び所定領域情報を抽出する抽出手段を有し、
　前記表示制御手段は、前記抽出された画像識別情報で識別されるパノラマ画像において
、前記抽出された所定領域情報で示されている所定領域画像に関するサムネイルを、前記
所定の表示手段に表示させること
　を特徴とする通信端末。
【請求項４】
　請求項３に記載の通信端末であって、更に、
　前記抽出手段によって抽出された画像識別情報で識別されるパノラマ画像において、前
記抽出手段によって抽出された所定領域情報で示されている所定領域画像に関するサムネ
イルを作成する作成手段を有することを特徴とする通信端末。
【請求項５】
　前記受付手段は、前記関連情報の種類の選択を受け付け、更に、当該受け付けた種類に
おいて、所定の関連情報の選択を受け付けることを特徴とする請求項２乃至４のいずれか
一項に記載の通信端末。
【請求項６】
　前記関連情報の種類は、前記所定領域画像の特定年月日、前記所定領域画像の特定者名
、又は、前記所定領域画像が示すシーンであることを特徴とする請求項５に記載の通信端
末。
【請求項７】
　前記受付手段は、前記所定領域画像が示すシーンの選択を受け付けることを特徴とする
請求項６に記載の通信端末。
【請求項８】
　前記所定領域画像が示すシーンは、人影、風景、又は建物であることを特徴とする請求
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項７に記載の通信端末。
【請求項９】
　前記所定領域画像の特定年月日は、カレンダーで示されることを特徴とする請求項６に
記載の通信端末。
【請求項１０】
　パノラマ画像を識別するための画像識別情報、当該パノラマ画像における所定領域を特
定するための所定領域情報、及び前記所定領域に関連する関連情報を対応付けて記憶する
記憶手段を有する通信端末が画像を表示する表示方法であって、
　前記通信端末は、
　所定の関連情報の選択を受け付ける受付ステップと、
　前記受付ステップによって受け付けられた所定の関連情報に基づいて前記記憶手段を検
索することにより、対応する画像識別情報及び所定領域情報を抽出する抽出ステップと、
　前記抽出された画像識別情報で識別されるパノラマ画像において、前記抽出された所定
領域情報で特定されている所定領域画像に関するサムネイルを、所定の表示手段に表示さ
せる表示制御ステップとを実行し、
　前記受付ステップは、前記表示されたサムネイルのうち、所定のサムネイルの選択を受
け付けることを含み、
前記表示制御ステップは、前記選択されたサムネイルに対応する所定領域情報で示される
所定領域画像を前記表示手段に表示させることを含む
　ことを特徴とする表示方法。
【請求項１１】
　コンピュータに、請求項１０に記載の各ステップを実行させることを特徴とするプログ
ラム。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、パノラマ画像における所定領域画像を表示する発明に関する。
【背景技術】
【０００２】
　近年、デジタルカメラ等で撮影された画像が、あるユーザによってインターネット上の
サーバコンピュータにアップロードされる一方で、他のユーザが上記画像をダウンロード
することにより、複数のユーザが同じ画像を共有する機会が増えてきた。また、デジタル
カメラの中には、全天球パノラマ画像の撮影が可能なものもあり、この全天球パノラマ画
像もアップロードされて、他のユーザと共有されている（特許文献１参照）。
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００３】
　しかしながら、全天球パノラマ画像等のパノラマ画像は、ユーザによってダウンロード
され、そのままディスプレイに表示されると、ユーザには湾曲して見えてしまう。そのた
め、ユーザは、全天球パノラマ画像の一部分である所定領域の画像をディスプレイに表示
させて閲覧している。
【０００４】
　このように、ディスプレイに表示される画像は、パノラマ画像の一部であるため、ダウ
ンロードされるパノラマ画像が増えていくと、ユーザは、どのパノラマ画像を閲覧してい
るのか、又は、どのパノラマ画像におけるどの所定領域の画像を閲覧しているのかが分か
らなくなってしまう。これにより、ユーザは、所望のパノラマ画像、又はパノラマ画像に
おける所望の所定領域の画像を探し出すことが容易ではないという課題が生じる。
【課題を解決するための手段】
【０００５】
　請求項１に係る発明は、パノラマ画像における所定領域を示すための所定領域情報、及
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び当該所定領域情報で示されるパノラマ画像である所定領域画像に関するサムネイルを識
別するためのサムネイル識別情報とを対応付けて記憶する記憶手段と、前記サムネイルを
、所定の表示手段に表示させる表示制御手段と、前記表示されたサムネイルのうち、所定
のサムネイルの選択を受け付ける受付手段と、を有し、前記表示制御手段は、前記選択さ
れたサムネイルのサムネイル識別情報に基づいて、対応する所定領域情報で示される所定
領域画像を前記表示手段に表示させることを特徴とする通信端末である。
【発明の効果】
【０００６】
　以上説明したように本発明によれば、通信端末は、パノラマ画像における所定領域画像
に関するサムネイルを表示させ、所定のサムネイルの選択を受け付けることで、この受け
付けられたサムネイルに関する所定領域画像を表示させることができる。よって、ユーザ
は、所望のパノラマ画像、又はパノラマ画像における所望の所定領域の画像を探し出すこ
とが容易になるという効果を奏する。
【図面の簡単な説明】
【０００７】
【図１】本発明の第１の実施形態に係る画像共有システムの概略図である。
【図２】（ａ）は撮影装置の左側面図であり、（ｂ）は撮影装置の正面図であり、（ｃ）
は撮影装置の平面図である。
【図３】撮影装置の使用状況を示したイメージ図である。
【図４】（ａ）は撮影装置で撮影された半球画像（前）、（ｂ）は撮影装置で撮影された
半球画像（後）、（ｃ）はメルカトル図法により表された画像を示した図である。
【図５】（ａ）はメルカトル図法により表された画像と選択用画像の部分を示した図、図
５（ｂ）は選択用画像を示した図である。
【図６】全天球パノラマ画像を示した図である。
【図７】全天球パノラマ画像を３次元の立体球とした場合の仮想カメラ及び所定領域の位
置を示した図である。
【図８】（ａ）は図７の立体斜視図、（ｂ）及び（ｃ）はディスプレイに所定領域の画像
が表示された通信端末を示す図である。
【図９】所定領域情報と所定領域画像との関係を示した図である。
【図１０】撮影装置のハードウェア構成図である。
【図１１】通信端末のハードウェア構成図である。
【図１２】画像処理システム及び画像管理システムのハードウェア構成図である。
【図１３】第１の実施形態に係る通信端末、画像処理システム、及び画像管理システムの
機能ブロック図である。
【図１４】所定領域管理テーブルを示す概念図である。
【図１５】画像管理テーブルを示す概念図である。
【図１６】所定領域管理テーブルを示す概念図である。
【図１７】撮影画像のアップロードの処理を示したシーケンス図である。
【図１８】撮影画像及び所定領域管理情報のダウンロードの処理を示したシーケンス図で
ある。
【図１９】（ａ）は共有選択用画像を示した撮影画像選択リストの図であり、（ｂ）は所
定領域画像を示した図である。
【図２０】ユーザによって所定領域が設定されて登録される処理を示したシーケンス図で
ある。
【図２１】所定領域の設定処理を示したフローチャートである。
【図２２】所定領域の設定処理を示した画面例である。
【図２３】（ａ）、（ｂ）は、所定領域の設定処理を示した画面例である。
【図２４】多数の注目点が表示された図である。
【図２５】サムネイルの絞込み処理を示したフローチャートである。
【図２６】関連情報種類選択ボタンを示した図である。
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【図２７】関連情報選択メニューの一例である作成年月日選択メニューを示した図である
。
【図２８】サムネイルを示した図である。
【図２９】（ａ）は関連情報選択メニューの一例である作成者名選択メニューを示した図
であり、（ｂ）は関連情報選択メニューの一例であるシーン選択メニューを示した図であ
る。
【図３０】所定領域画像の表示処理を示すフローチャートである。
【図３１】予め定められた画角の所定領域画像を示した図である。
【図３２】サムネイルに対応する所定領域画像を表示する前の所定領域画像を示した図で
ある。
【図３３】サムネイルに対応する所定領域画像を表示する前の所定領域画像を示した図で
ある。
【図３４】サムネイルに対応する所定領域画像を示した図である。
【図３５】第２の実施形態に係る通信端末の機能ブロック図である。
【図３６】第２の実施形態における所定領域の設定処理を示した画面例である。
【図３７】第３の実施形態における画像管理システム７´の機能ブロック図である。
【図３８】第３の実施形態における撮影画像及び所定領域管理情報のダウンロードの処理
を示したシーケンス図である。
【図３９】リンク情報の内容を示した図である。
【発明を実施するための形態】
【０００８】
　以下、図１乃至図３９を用いて、本発明の実施形態について説明する。
〔第１の実施形態〕
　以下、図１乃至図３４を用いて、第１の実施形態について説明する。
【０００９】
　＜＜実施形態の概略＞＞
　まずは、図１乃至図８を用いて、本実施形態の概略を説明する。なお、図１は、本発明
の一実施形態に係る画像共有システムの概略図である。
【００１０】
　図１に示されているように、本実施形態の画像共有システムは、撮影装置１、複数の通
信端末（３ａ，３ｂ，３ｃ，３ｄ）、画像処理システム５、及び画像管理システム７によ
って構築されている。また、各通信端末（３ａ，３ｂ，３ｃ，３ｄ）は、それぞれユーザ
（Ａ，Ｂ，Ｃ，Ｄ）によって利用される。また、本実施形態では、撮影装置１は、ユーザ
Ａによって操作される場合を示している。なお、以下では、複数の通信端末（３ａ，３ｂ
，３ｃ，３ｄ）のうち、任意の通信端末を「通信端末３」として表す。
【００１１】
　また、撮影装置１は、全天球パノラマ画像を得るためのデジタルカメラである。通信端
末３は、スマートフォン、タブレット端末、ノート型パソコン、デスクトップ型パソコン
、又はＰＤＡ(Personal Data Assistance)等のコンピュータである。更に、画像処理シス
テム５及び画像管理システム７は、それぞれ単一又は複数のサーバコンピュータである。
【００１２】
　また、撮影装置１は、通信端末３とNFC（Near Field Communication）規格、BlueTooth
（登録商標）、WiFi（Wireless Fidelity）、TransferJet（登録商標）等による短距離無
線技術によって通信することができる。更に、通信端末３は、通信ネットワーク９を介し
て、画像処理システム５及び画像管理システム７と通信することができる。この通信ネッ
トワーク９は、３Ｇ(3rd Generation)、又はＷｉＭＡＸ(Worldwide Interoperability fo
r Microwave Access)等の移動通信システムによる無線通信網及び各基地局（９ａ，９ｂ
，９ｃ，９ｄ）、並びにインターネットによって構築される。なお、撮影装置１と通信端
末３との間、及び通信端末３と通信ネットワーク９との間は、それぞれ有線による通信を
行ってもよい。
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【００１３】
　次に、図２を用いて、撮影装置１の外観を説明する。なお、図２（ａ）は撮影装置の左
側面図であり、図２（ｂ）は撮影装置の正面図であり、図２（ｃ）は撮影装置の平面図で
ある。
【００１４】
　図２（ａ）に示されているように、撮影装置１は、人間が片手で持つことができる大き
さである。また、図２（ａ），（ｂ），（ｃ）に示されているように、撮影装置１の上部
には、正面側（前側）に撮像素子１０３ａ及び背面側（後側）に撮像素子１０３ｂが設け
られている。また、図２（ｂ）に示されているように、撮影装置１の正面側には、シャッ
ターボタン等の操作部１１５が設けられている。
【００１５】
　次に、図３を用いて、撮影装置１の使用状況を説明する。なお、図３は、撮影装置の使
用状況を示したイメージ図である。撮影装置１は、図３に示されているように、ユーザが
手に持ってユーザの周りの被写体を撮影するために用いられる。この場合、図２に示され
ている撮像素子１０３ａ及び撮像素子１０３ｂによって、それぞれユーザの周りの被写体
が撮像されることで、２つの半球画像を得ることができる。
【００１６】
　次に、図４を用いて、撮影装置１で撮影された画像及び合成された画像を説明する。な
お、図４（ａ）は撮影装置で撮影された半球画像（前側）、図４（ｂ）は撮影装置で撮影
された半球画像（後側）、図４（ｃ）はメルカトル図法により表された画像（以下、「メ
ルカトル画像」という）を示した図である。
【００１７】
　図４（ａ）に示されているように、撮像素子１０３ａによって得られた画像は、後述の
広角レンズ１０２ａによって湾曲した半球画像（前側）となる。また、図４（ｂ）に示さ
れているように、撮像素子１０３ｂによって得られた画像は、後述の広角レンズ１０２ｂ
によって湾曲した半球画像（後側）となる。そして、半球画像（前側）と、１８０度反転
された半球画像（後側）とは、撮影装置１によって合成され、図３（ｃ）に示されている
ように、メルカトル画像が作成される。
【００１８】
　次に、図５を用いて、メルカトル画像と、この画像の選択に用いられる選択用画像との
関係を説明する。なお、図５（ａ）はメルカトル画像と選択用画像の部分を示した図、図
５（ｂ）は選択用画像を示した図である。このように、図５（ａ）のメルカトル画像上の
破線で示された部分が利用されることで、図５（ｂ）の選択用画像が作成される。この選
択用画像は、図１に示されている撮影装置１から通信端末３ａに送信され、通信端末３ａ
で表示される。そして、ユーザＡが、通信端末３ａにおいて図５（ｂ）に示されている選
択用画像を選択すると、撮影装置１から通信端末３ａへ、図４（ｃ）に示されているメル
カトル画像のデータが送信される。この送信されたメルカトル画像は、通信端末３ａで保
存されると共に、図１に示されている通信ネットワーク９を介して、画像管理システム７
に送信される。更にその後、メルカトル画像は、画像管理システム７から通信ネットワー
ク９を介して、他のユーザの通信端末（３ｂ，３ｃ，３ｄ）に送信され、各通信端末（３
ｂ，３ｃ，３ｄ）で保存されることで、メルカトル画像の共有を行うことができる。
【００１９】
　そして、上記各通信端末（３ｂ，３ｃ，３ｄ）では、OpenGL ES（Open Graphics Libra
ry for Embedded Systems）が利用されることで、図４（ｃ）に示されているメルカトル
画像から、図６に示されている全天球パノラマ画像が作成される。なお、図６は、全天球
パノラマ画像を示した図である。また、全天球パノラマ画像は、静止画であっても動画で
あってもよい。例えば、OpenGL ESによって、仮想の立体球の表面に、図５(ａ)に示され
るメルカトル画像が貼り付けられることで、図６に示されているような３次元の全天球パ
ノラマ画像が作成される。更に、３次元の全天球パノラマではなく、２次元の単なるパノ
ラマ画像であってもよい。なお、仮想の立体球の表面にメルカトル画像を貼り付けること
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を行っているが、例えば、立方体の表面にメルカトル画像を貼り付けたり、円柱の表面に
２次元のパノラマ画像を貼り付けることが行われても良い。
【００２０】
　次に、図７及び図８を用いて、全天球パノラマ画像における所定領域Ｔの画像（以下、
「所定領域画像」と示す）の特定及び表示の処理について説明する。なお、図７は、全天
球パノラマ画像を３次元の仮想の立体球の表面とした場合の仮想カメラの位置及び所定領
域の位置を示した図である。また、図８（ａ）は図７の立体斜視図、図８（ｂ）及び図８
（ｃ）はディスプレイに所定領域画像が表示された通信端末を示す図である。
【００２１】
　図７に示されている仮想カメラＩＣは、全天球パノラマ画像としての立体球ＣＳの内部
から、この立体球ＣＳの表面に表されている全天球パノラマ画像を見る仮想のユーザの視
点に位置している。図７では、特に、仮想カメラＩＣが立体球の中心に位置し、仮想カメ
ラＩＣは、この中心における３軸の回転(Yaw，Pitch，Roll)を行うことができる。また、
全天球パノラマ画像における所定領域Ｔは、仮想カメラＩＣによって撮影される全天球パ
ノラマ画像上の一部分であり、所定領域情報によって特定される。この所定領域情報は、
座標ｘ(rH)、座標ｙ(rV)、及び画角α(angle)によって示される。
【００２２】
　ここで、図９を用いて、所定領域情報を更に詳細に説明する。なお、図９は、所定領域
情報と所定領域画像との関係を示した図である。図９に示されているように、仮想カメラ
ＩＣの画角αによって表される所定領域Ｔの対角線画角を２Ｌとした場合の中心点ＣＰが
、所定領域情報の（ｘ，ｙ）パラメータとなる。なお、ｆは仮想カメラＩＣから中心点Ｃ
Ｐまでの距離である。そして、図９では、一般的に以下の式（１）で示される三角関数が
成り立つ。
【００２３】
　Ｌｆ＝ｔａｎ（α／２）・・・式（１）
　なお、所定領域Ｔのズームは、画角αの範囲（円弧）を広げたり縮めたりすることで表
現することができる。
【００２４】
　そして、図８（ａ）で示されている全天球パノラマ画像における所定領域Ｔの画像は、
図８（ｂ）に示されているように、通信端末３ｄのディスプレイ３１５に、所定領域画像
として表示される。この場合の所定領域画像は、全天球パノラマ画像の一部分を示す部分
画像Ｐ０である。この部分画像Ｐ０は、図６に示された全天球パノラマ画像において、初
期設定（デフォルト）された所定領域情報によって表された画像である。
【００２５】
　また、所定領域画像（部分画像Ｐ０）上には、図８（ｂ）に示されているように、本実
施形態の画像共有システムを利用する単一又は複数のユーザによって注目されて設定され
た複数の注目点（ＡＰ１，ＡＰ２，ＡＰ３，ＡＰ４）が表示される。更に、各注目点（Ａ
Ｐ１，ＡＰ２，ＡＰ３，ＡＰ４）を含んだ一定範囲の所定領域Ｔの画像は、それぞれディ
スプレイ３１５の下部に、サムネイル（Ｔ１，Ｔ２，Ｔ３，Ｔ４）の状態で表示される。
そして、ユーザが、例えば、サムネイルＴ１を選択すると、図８（ｃ）に示されているよ
うに、サムネイルＴ１に関連付けられている所定領域情報に基づいて、全天球パノラマ画
像における所定領域画像（ここでは、部分画像Ｐ１）が、ディスプレイ３１５に表示され
ることになる。なお、図８（ｂ）、（ｃ）に示されているサムネイルは、通信端末３によ
って作成された画像である。
【００２６】
　＜＜実施形態のハードウェア構成＞＞
　次に、図１０乃至図１２を用いて、本実施形態の撮影装置、通信端末、画像処理システ
ム、及び画像管理システムのハードウェア構成を詳細に説明する。
【００２７】
　まず、図１０を用いて、撮影装置１のハードウェア構成を説明する。なお、図１０は、
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撮影装置のハードウェア構成図である。以下では、撮影装置１は、２つの撮像素子を使用
した全方位撮影装置とするが、撮像素子は３つ以上いくつでもよく、また、必ずしも全方
位撮影専用の装置である必要はない。
【００２８】
　図１０に示されているように、撮影装置１は、撮像ユニット１０１、画像処理ユニット
１０４、撮像制御ユニット１０５、ＣＰＵ(Central Processing Unit)１１１、ＲＯＭ(Re
ad Only Memory)１１２、ＳＲＡＭ(Static Random Access Memory)１１３、ＤＲＡＭ(Dyn
amic Random Access Memory)１１４、操作部１１５、ネットワークＩ／Ｆ１１６、通信部
１１７、及びアンテナ１１７ａによって構成されている。
【００２９】
　このうち、撮像ユニット１０１は、各々半球画像を結像するための１８０°以上の画角
を有する広角レンズ（いわゆる魚眼レンズ）１０２ａ，１０２ｂと、各広角レンズに対応
させて設けられている２つの撮像素子１０３ａ，１０３ｂを備えている。撮像素子１０３
ａ，１０３ｂは、広角レンズによる光学像を電気信号の画像データに変換して出力するＣ
ＭＯＳ(Complementary Metal Oxide Semiconductor)センサやＣＣＤ(Charge Coupled Dev
ice)センサなどの画像センサ、この画像センサの水平又は垂直同期信号や画素クロックな
どを生成するタイミング生成回路、この撮像素子の動作に必要な種々のコマンドやパラメ
ータなどが設定されるレジスタ群などを有している。
【００３０】
　撮像ユニット１０１の撮像素子１０３ａ，１０３ｂは、各々、画像処理ユニット１０４
とはパラレルＩ／Ｆバスで接続されている。一方、撮像ユニット１０１の撮像素子１０３
ａ，１０３ｂは、撮像制御ユニット１０５とは別に、シリアルＩ／Ｆバス（Ｉ２Ｃバス等
）で接続されている。画像処理ユニット１０４及び撮像制御ユニット１０５は、バス１１
０を介してＣＰＵ１１１と接続される。さらに、バス１００には、ＲＯＭ１１２、ＳＲＡ
Ｍ１１３、ＤＲＡＭ１１４、操作部１１５、ネットワークＩ／Ｆ１１６なども接続される
。
【００３１】
　画像処理ユニット１０４は、撮像素子１０３ａ，１０３ｂから出力される画像データを
パラレルＩ／Ｆバスを通して取り込み、それぞれの画像データに対して所定の処理を施し
た後、これらの画像データを合成処理して、図４（ｃ）に示されているようなメルカトル
画像のデータを作成する。
【００３２】
　撮像制御ユニット１０５は、一般に撮像制御ユニット１０５をマスタデバイス、撮像素
子１０３ａ，１０３ｂをスレーブデバイスとして、Ｉ２Ｃバスを利用して、撮像素子１０
３ａ，１０３ｂのレジスタ群にコマンド等を設定する。必要なコマンド等は、ＣＰＵ１１
１から受け取る。また、該撮像制御ユニット１０５は、同じくＩ２Ｃバスを利用して、撮
像素子１０３ａ，１０３ｂのレジスタ群のステータスデータ等を取り込み、ＣＰＵ１１１
に送る。
【００３３】
　また、撮像制御ユニット１０５は、操作部１１５のシャッターボタンが押下されたタイ
ミングで、撮像素子１０３ａ，１０３ｂに画像データの出力を指示する。撮影装置によっ
ては、ディスプレイによるプレビュー表示機能や動画表示に対応する機能を持つ場合もあ
る。この場合は、撮像素子１０３ａ，１０３ｂからの画像データの出力は、所定のフレー
ムレート（フレーム／分）によって連続して行われる。
【００３４】
　また、撮像制御ユニット１０５は、後述するように、ＣＰＵ１１１と協働して撮像素子
１０３ａ，１０３ｂの画像データの出力タイミングの同期をとる同期制御手段としても機
能する。なお、本実施形態では、撮影装置には表示部が設けられていないが、表示部を設
けてもよい。
【００３５】
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　ＣＰＵ１１１は、撮影装置１の全体の動作を制御すると共に必要な処理を実行する。Ｒ
ＯＭ１１２は、ＣＰＵ１１１のための種々のプログラムを記憶している。ＳＲＡＭ１１３
及びＤＲＡＭ１１４はワークメモリであり、ＣＰＵ１１１で実行するプログラムや処理途
中のデータ等を記憶する。特にＤＲＡＭ１１４は、画像処理ユニット１０４での処理途中
の画像データや処理済みのメルカトル画像のデータを記憶する。
【００３６】
　操作部１１５は、種々の操作ボタンや電源スイッチ、シャッターボタン、表示と操作の
機能を兼ねたタッチパネルなどの総称である。ユーザは操作ボタンを操作することで、種
々の撮影モードや撮影条件などを入力する。
【００３７】
　ネットワークＩ／Ｆ１１６は、ＳＤカードやＵＳＢメモリ等の外付けのメディアやパー
ソナルコンピュータなどとのインターフェース回路（ＵＳＢ　Ｉ／Ｆ等）の総称である。
また、ネットワークＩ／Ｆ１１６としては、無線、有線を問わずにネットワークインタフ
ェースである場合も考えられる。ＤＲＡＭ１１４に記憶されたメルカトル画像のデータは
、このネットワークＩ／Ｆ１１６を介して外付けのメディアに記録されたり、必要に応じ
て、ネットワークＩ／ＦとなるネットワークＩ／Ｆ１１６を介して、通信端末３等の外部
装置に送信される。
【００３８】
　通信部１１７は、アンテナ１１７ａを介して、WiFi(Wireless Fidelity)やBluetooth（
登録商標）等の短距離無線技術によって、通信端末３等の外部装置と通信を行う。この通
信部１１７によっても、メルカトル画像のデータを通信端末３の外部装置に送信すること
ができる。
【００３９】
　次に、図１１を用いて、通信端末３のハードウェア構成を説明する。なお、図１１は、
通信端末がスマートフォンの場合のハードウェア構成図である。
【００４０】
　図１１に示されているように、通信端末３は、通信端末３全体の動作を制御するＣＰＵ
３０１、基本入出力プログラムを記憶したＲＯＭ３０２、ＣＰＵ３０１のワークエリアと
して使用されるＲＡＭ(Random Access Memory)３０３、ＣＰＵ３０１の制御にしたがって
データの読み出し又は書き込みを行うＥＥＰＲＯＭ（Electrically Erasable and Progra
mmable ROM）３０４、ＣＰＵ３０１の制御に従って被写体を撮像し画像データを得る撮像
素子としてのＣＭＯＳ３０５、地磁気を検知する電子磁気コンパスやジャイロコンパス、
加速度センサー等の各種加速度・方位センサー３０６、フラッシュメモリ等の記録メディ
ア３０７に対するデータの読み出し又は書き込み（記憶）を制御するメディアドライブ３
０８を備えている。そして、メディアドライブ３０８の制御に従って、既に記録されてい
たデータが読み出され、又は新たにデータが書き込まれて記憶する記録メディア３０７が
着脱自在な構成となっている。
【００４１】
　なお、ＥＥＰＲＯＭ１０４には、ＣＰＵ３０１が実行するオペレーティングシステム(O
S)、その他のプログラム、及び、種々データが記憶されている。また、ＣＭＯＳ３０５の
代わりにＣＣＤを用いてもよい。
【００４２】
　更に、通信端末３は、音声を音声信号に変換する音声入力部３１１、音声信号を音声に
変換する音声出力部３１２、アンテナ３１３ａ、このアンテナ３１３ａを利用して無線通
信信号により、最寄の基地局９ａ等と通信を行う通信部３１３、ＧＰＳ（Global Positio
ning Systems）衛星から通信端末３の位置情報（緯度、経度、および高度）を含んだＧＰ
Ｓ信号を受信するＧＰＳ受信部３１４、被写体の画像や各種アイコン等を表示する液晶や
有機ＥＬなどのディスプレイ３１５、このディスプレイ３１５上に載せられ、感圧式又は
静電式のパネルによって構成され、指やタッチペン等によるタッチによってディスプレイ
３１５上におけるタッチ位置を検出するタッチパネル３１６、及び、上記各部を電気的に
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接続するためのアドレスバスやデータバス等のバスライン３１０を備えている。
【００４３】
　なお、音声入力部３１１は、音声を入力するマイクが含まれ、音声出力部３１２には、
音声を出力するスピーカが含まれている。
【００４４】
　次に、図１２を用いて、画像処理システム５、及び画像管理システム７のハードウェア
構成を説明する。なお、図１２は、画像処理システム５、及び画像管理システム７のハー
ドウェア構成図である。画像処理システム５、及び画像管理システム７は、ともに一般の
サーバコンピュータであるため、以下では、画像処理システム５の構成について説明し、
画像管理システム７の構成の説明は省略する。
【００４５】
　画像処理システム５は、画像処理システム５全体の動作を制御するＣＰＵ５０１、ＩＰ
Ｌ等のＣＰＵ５０１の駆動に用いられるプログラムを記憶したＲＯＭ５０２、ＣＰＵ５０
１のワークエリアとして使用されるＲＡＭ５０３、画像処理システム５用のプログラム等
の各種データを記憶するＨＤ５０４、ＣＰＵ５０１の制御にしたがってＨＤ５０４に対す
る各種データの読み出し又は書き込みを制御するＨＤＤ(Hard Disk Drive)５０５、フラ
ッシュメモリ等の記録メディア５０６に対するデータの読み出し又は書き込み（記憶）を
制御するメディアドライブ５０７、カーソル、メニュー、ウィンドウ、文字、又は画像な
どの各種情報を表示するディスプレイ５０８、通信ネットワーク９を利用してデータ通信
するためのネットワークＩ／Ｆ５０９、文字、数値、各種指示などの入力のための複数の
キーを備えたキーボード５１１、各種指示の選択や実行、処理対象の選択、カーソルの移
動などを行うマウス５１２、着脱可能な記録媒体の一例としてのＣＤ－ＲＯＭ(Compact D
isc Read Only Memory)５１３に対する各種データの読み出し又は書き込みを制御するＣ
Ｄ－ＲＯＭドライブ５１４、及び、上記各構成要素を図１２に示されているように電気的
に接続するためのアドレスバスやデータバス等のバスライン５１０を備えている。
【００４６】
　＜＜実施形態の機能構成＞＞
　次に、図１３を用いて、本実施形態の機能構成について説明する。図１３は、本実施形
態の画像共有システムの一部を構成する通信端末３、画像処理システム５、及び画像管理
システム７の各機能ブロック図である。図１３では、通信端末３、画像処理システム５、
及び画像管理システム７が、通信ネットワーク９を介してデータ通信することができる。
【００４７】
　＜通信端末の機能構成＞
　図１３に示されているように、通信端末３は、送受信部３１、操作入力受付部３２、作
成部３３、表示制御部３４、及び記憶・抽出部３９を有している。これら各部は、図１１
に示されている各構成要素のいずれかが、ＲＯＭ３０２又はＥＥＰＲＯＭ３０４からＲＡ
Ｍ３０３上に展開された通信端末３用のプログラムに従ったＣＰＵ３０１からの命令によ
って動作することで実現される機能又は手段である。
【００４８】
　また、通信端末３は、図１１に示されているＲＯＭ３０２、ＲＡＭ３０３、及びＥＥＰ
ＲＯＭ３０４によって構築される記憶部３０００を有している。この記憶部３０００には
、後述の所定領域管理テーブルによって構成されている所定領域管理ＤＢ(Data Base)３
００１が構築される。また、記憶部３０００には、撮影画像（メルカトル画像）、選択用
画像、及びサムネイルの各データが記憶される。
【００４９】
　（所定領域管理テーブル）
　図１４は、所定領域管理テーブルを示す概念図である。この所定領域管理テーブルでは
、所定領域管理情報が管理されている。この所定領域管理情報では、サムネイルを識別す
るためのサムネイル識別情報、全天球パノラマ画像を識別するための画像識別情報、この
全天球パノラマ画像における所定領域を特定するための所定領域情報、及びこの所定領域
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に関連する複数の関連情報が対応付けられている。
【００５０】
　このうち、サムネイル識別情報は、例えば、サムネイルを識別するためのサムネイルＩ
Ｄである。なお、サムネイルを一意に特定することができれば、サムネイルＩＤではなく
、サムネイルのファイル名等であってもよい。
【００５１】
　また、画像識別情報は、例えば、全天球パノラマ画像を識別するための画像ＩＤである
。なお、画像を一意に特定することができれば、画像ＩＤではなく、ファイル名等であっ
てもよい。
【００５２】
　更に、関連情報には、例えば、全天球パノラマ画像における所定領域画像がユーザによ
って特定された年月日を示す「特定年月日(Date)」、この所定領域画像を特定したユーザ
を示す「特定者名(User)」、及びこの所定領域画像のシーンを示した「シーン(Scene)」
が含まれている。なお、関連情報の別の例として、全天球パノラマ画像における所定領域
画像が特定された年月日に加え、特定時間、又は、撮影画像の撮影場所等が含まれていて
もよい。
【００５３】
　（通信端末の各機能構成）
　次に、図１１及び図１３を用いて、通信端末３の各機能構成について更に詳細に説明す
る。
【００５４】
　通信端末３の送受信部３１は、主に、図１１に示されている通信部３１３及びＣＰＵ３
０１の処理によって実現され、通信ネットワーク９を介して画像処理システム５、又は画
像管理システム７と各種データ（または情報）の送受信を行う。
【００５５】
　操作入力受付部３２は、主にタッチパネル３１６及びＣＰＵ３０１による処理によって
実現され、ユーザから各種の選択又は入力を受け付ける。
【００５６】
　作成部３３は、主にＣＰＵ３０１の処理によって実現され、記憶・抽出部３９によって
抽出された画像識別情報で識別される全天球パノラマ画像における所定領域画像（記憶・
抽出部３９によって抽出された所定領域情報で特定されている所定領域画像）に基づいて
、この所定領域画像に関するサムネイルを作成すると共に、この作成したサムネイルを識
別するためのサムネイル識別情報を作成する。また、作成部３３は、サムネイルとサムネ
イル識別情報とを関連付ける。
【００５７】
　更に、作成部３３は、所定領域管理ＤＢ３００１で管理されている所定領域管理情報の
各関連情報に基づいて、後述の関連情報選択メニューを作成する。例えば、作成部３３が
特定者名を示す関連情報選択メニューを作成する場合には、関連情報から各特定者名を注
抽出して、後述の図２９（ａ）に示されているような各特定者名を示す関連情報選択メニ
ューを作成する。
【００５８】
　表示制御部３４は、主にＣＰＵ３０１の処理によって実現され、ディスプレイ３１５に
各種画像や文字等を表示させるための制御を行う。表示制御部３４は、例えば、操作入力
受付部３２によって選択を受け付けられた所定の関連情報に対応する画像識別情報で識別
される全天球パノラマ画像において、この選択を受け付けられた所定の関連情報に対応す
る所定領域情報で特定されている所定領域画像に関するサムネイルを、ディスプレイ３１
５に表示させる。
【００５９】
　また、表示制御部３４は、操作入力受付部３２によって選択されたサムネイルに関する
所定領域画像を、ディスプレイ３１５に表示させる。
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【００６０】
　更に、表示制御部３４は、ディスプレイ３１５に表示されている所定領域画像上に、後
述の図２７に示されているように、所定領域画像が特定された年月日を選択するための関
連情報選択メニュー（特定年月日選択メニュー）３１４１を表示させる。この場合、記憶
・抽出部３９が、予め記憶部３０００に記憶されていた特定年月日選択メニューのデータ
を読み出すことで、表示制御部３４が、特定年月日選択メニューを表示させることができ
る。
【００６１】
　記憶・抽出部３９は、記憶部３０００に各種データ（または情報）を記憶したり、記憶
部３０００から各種データ（または情報）を抽出する。記憶・抽出部３９は、例えば、撮
影画像（メルカトル画像）、選択用画像、又はサムネイルの各データを、記憶部３０００
に対して記録したり、記憶部３０００から抽出する。また、記憶・抽出部３９は、例えば
、操作入力受付部３２によって受け付けられた所定の関連情報に基づいて、所定領域管理
ＤＢ３００１を検索することにより、対応する画像識別情報及び所定領域情報を抽出する
。なお、この場合、表示制御部３４は、記憶・抽出部３９によって抽出された画像識別情
報で識別される全天球パノラマ画像において、記憶・抽出部３９によって抽出された所定
領域情報で特定されている所定領域画像に関するサムネイルを、ディスプレイ３１５に表
示させることになる。
【００６２】
　＜画像処理システムの機能構成＞
　次に、図１３を用いて、画像処理システム５の各機能構成について詳細に説明する。画
像処理システム５は、送受信部５１、シーン設定部５２、及び記憶・抽出部５９を有して
いる。これら各部は、図１２に示されている各構成要素のいずれかが、ＨＤ５０４からＲ
ＡＭ５０３上に展開された画像処理システム５用のプログラムに従ったＣＰＵ５０１から
の命令によって動作することで実現される機能又は手段である。
【００６３】
　また、画像処理システム５は、図１２に示されているＲＡＭ５０３、及びＨＤ５０４に
よって構築される記憶部５０００を有している。この記憶部５０００には、各種データ（
または情報）が記憶される。
【００６４】
　（画像処理システムの各機能構成）
　次に、図１２及び図１３を用いて、画像処理システム５の各機能構成について詳細に説
明する。
【００６５】
　画像処理システム５の送受信部５１は、主に、図１２に示されているネットワークＩ／
Ｆ５０９及びＣＰＵ５０１の処理によって実現され、通信ネットワーク９を介して通信端
末３、又は画像管理システム７と各種データ（または情報）の送受信を行う。
【００６６】
　シーン設定部５２は、全天球パノラマ画像における所定領域画像の色や明るさ等の情報
に基づいて、所定領域画像が、人影(Figure)、風景(Landscape)、建物(Structure)、及び
、その他(Other)のいずれのシーンを示している画像であるかを判断、所定領域画像に最
適なシーンを設定する。このシーンの設定方法は、全天球パノラマ画像における色情報や
形状情報に基づき、デジタルカメラにおける一般的な自動風景認識機能を用いて行われる
。
【００６７】
　記憶・抽出部５９は、記憶部５０００に各種データ（または情報）を記憶したり、記憶
部５０００から各種データ（または情報）を抽出する。
【００６８】
　＜画像管理システムの機能構成＞
　次に、図１２及び図１３を用いて、画像管理システム７の機能構成について詳細に説明
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する。画像管理システム７は、送受信部７１、管理部７２、及び、記憶・抽出部７９を有
している。これら各部は、これら各部は、図１２に示されている各構成要素のいずれかが
、ＨＤ５０４からＲＡＭ５０３上に展開された画像管理システム７用のプログラムに従っ
たＣＰＵ５０１からの命令によって動作することで実現される機能又は手段である。
【００６９】
　また、画像管理システム７は、図１２に示されているＲＡＭ５０３、及びＨＤ５０４に
よって構築される記憶部７０００を有している。この記憶部７０００には、後述の画像管
理テーブルによって構成されている画像管理ＤＢ７００１が構築される。更に、記憶部７
０００には、後述の所定領域管理テーブルによって構成されている所定領域管理ＤＢ７０
０２も構築されている。
【００７０】
　（画像管理テーブル）
　図１５は、画像管理テーブルを示す概念図である。この画像管理テーブルでは、画像管
理情報が管理されている。この画像管理情報では、全天球パノラマ画像（撮影画像）を識
別するための画像識別情報、及びこの全天球パノラマ画像のメタデータ等である付属情報
が対応付けられている。
【００７１】
　このうち、画像識別情報は、図１４に示されている画像識別情報と同じ情報である。ま
た、付属情報には、ユーザが撮影画像を、本実施形態の画像共有システムで公開するか否
かを示した「公開情報」、「撮影画像のデータサイズ(MB）」、「撮影画像の撮影年月日
時」、及び「注目点数」が含まれている。ここで、公開情報が「○」の場合は公開するこ
とを示し、公開情報が「×」の場合は公開しないことを示す。また、注目点数は、図８（
ｂ）に示されているように、１つの全天球パノラマ画像において設定された注目点の数で
ある。なお、付属情報の別の例として、撮影画像が撮影された年月日時に加え、撮影画像
の撮影場所等が含まれていてもよい。
【００７２】
　（所定領域管理テーブル）
　図１６は、所定領域管理テーブルを示す概念図である。なお、図１６に示されている所
定領域管理テーブルは、各ユーザによってアップロードされた撮影画像を管理するために
用いられるのに対して、図１４に示されている所定領域管理テーブルは、ユーザ個人によ
って通信端末３のローカルで撮影画像を管理するために用いられる。
【００７３】
　（画像管理システムの各機能構成）
　次に、図１３を用いて、画像管理システム７の各機能構成について詳細に説明する。
【００７４】
　画像管理システム７の送受信部７１は、主に、図１２に示されているネットワークＩ／
Ｆ５０９及びＣＰＵ５０１の処理によって実現され、通信ネットワーク９を介して通信端
末３、又は画像処理システム５と各種データ（または情報）の送受信を行う。
【００７５】
　管理部７２は、通信端末３から送られて来た撮影画像を画像管理システム７で管理する
ために、この撮影画像のデータのヘッダ部分に画像識別情報を付与する。
【００７６】
　記憶・抽出部７９は、記憶部７０００に各種データ（または情報）を記憶したり、記憶
部５０００から各種データ（または情報）を抽出する。
【００７７】
　＜＜実施形態の処理または動作＞＞
　続いて、図１７乃至図２５を用いて、本実施形態の処理または動作について説明する。
まずは、図１７を用いて、撮影画像のアップロードの処理を説明する。なお、図１７は、
撮影画像のアップロードの処理を示したシーケンス図である。
【００７８】
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　図１７に示されているように、撮影装置１は、図４（ａ）、（ｂ）で示されている２つ
の半球画像を合成することによって、図（４）（ｃ）で示されている撮影画像（メルカト
ル画像）を作成し、更に、図５に示されているように、撮影画像から選択用画像を作成す
る（ステップＳ１）。
【００７９】
　次に、通信端末３ａは、撮影装置１に対して、選択用画像を要求する（ステップＳ２）
。これにより、撮影装置１は、通信端末３ａに対して、上記ステップＳ１で作成された選
択用画像と、この選択用画像の元になる撮影画像の画像ＩＤとを送信する（ステップＳ３
）。これにより、通信端末３ａの送受信部３１は、選択用画像及び画像ＩＤを受信するこ
とになる。
【００８０】
　次に、通信端末３ａの表示制御部３４は、図１１に示されているディスプレイ３１５に
、選択用画像を表示させて、ユーザＡに対して選択用画像の選択を促す（ステップＳ４）
。これにより、ユーザＡが、ディスプレイ３１５のタッチパネル３１６上の選択用画像の
部分を選択すると、操作入力受付部３２が選択を受け付ける（ステップＳ５）。これに伴
い、送受信部３１が撮影装置１に対して、選択用画像の元になる撮影画像を要求する（ス
テップＳ６）。この場合、送受信部３１は、上記ステップＳ３によって送られて来た画像
ＩＤを、撮影装置１側に送り返すことで、所望の撮影画像を特定する。これにより、撮影
装置１は、撮影画像の要求を受け付けることになる。
【００８１】
　次に、撮影装置１は、通信端末３ａに対して、上記ステップＳ５によって要求を受け付
けた撮影画像と、この撮影画像のメタデータ等の付属情報を送信する（ステップＳ７）。
これにより、通信端末３ａの送受信部３１は、撮影画像及び付属情報を受信することにな
る。
【００８２】
　次に、通信端末３ａの表示制御部３４は、ディスプレイ３１５上に撮影画像を表示させ
る（ステップＳ８）。これにより、ユーザＡは、画像管理システム７へアップロードする
撮影画像を確認することができる。
【００８３】
　そして、ユーザＡが撮影画像をアップロードする場合には、通信端末３ａの送受信部３
１が、画像管理システム７に対して、撮影画像を送信する（ステップＳ９）。また、この
際、送信される撮影画像の付属情報も送信される。これにより、画像管理システム７の送
受信部７１は、撮影画像及び付属情報を受信することになる。
【００８４】
　次に、画像管理システム７の管理部７２は、ステップＳ７によって受信された撮影画像
を画像管理システム７で管理するために、この撮影画像のデータのヘッダ部分に画像識別
情報を付与する（ステップＳ１０）。なお、画像識別情報は、上記ステップＳ３，５で送
受信された画像ＩＤとは別のＩＤであり、画像管理システム７で独自に撮影画像を管理す
るために付与されるＩＤである。
【００８５】
　そして、記憶・抽出部７９は、撮影画像に付与された画像識別情報と同じ画像識別情報
と、上記ステップＳ８によって受信された付属情報とを対応付けることで、画像管理情報
として画像管理ＤＢ７００１に記憶する（ステップＳ１１）。
【００８６】
　次に、管理部７２は、撮影画像から共有選択用画像を作成し、この共有選択用画像のデ
ータのヘッダ部分に、上記ステップＳ１０で付与された画像識別情報と同じ画像識別情報
を付与する（ステップＳ１２）。なお、この共有選択用画像は、各ユーザが、画像管理シ
ステム７から所望の撮影画像をダウンロードする前に選択されることで、ダウンロードさ
れる撮影画像を特定するための画像である。また、共有選択画像は、図１９に示されてお
り、後ほど更に説明する。また、共有選択用画像は、例えば、上記ステップＳ１及び図５
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で示された方法と同じ方法によって作成される。
【００８７】
　次に、記憶・抽出部７９は、上記ステップＳ１０によって画像識別情報が付与された撮
影画像と、上記ステップＳ１１によって画像識別情報が付与された共有選択用画像とを、
記憶部７０００に記憶する（ステップＳ１３）。即ち、画像管理ＤＢ７００１で管理され
ている画像管理情報、並びに、記憶部７０００で管理されている撮影画像及び共有選択用
画像は、同じ画像識別情報によって関連付けられることになる。
【００８８】
　続いて、図１８を用いて、通信端末３ｂが、撮影画像及び所定領域管理情報をダウンロ
ードする処理を説明する。なお、図１８は、撮影画像及び所定領域管理情報のダウンロー
ドの処理を示したシーケンス図である。
【００８９】
　まず、通信端末３ｂの送受信部３１は、画像管理システム７に対して、共有選択用画像
、及び画像管理情報を要求する（ステップＳ２１）。これにより、画像管理システム７の
送受信部７１は、要求を受け付けることになる。
【００９０】
　次に、画像管理システム７の記憶・抽出部７９は、記憶部７０００から共有選択用画像
のデータを読み出すとともに、記憶部７０００の画像管理ＤＢ７００１から画像管理情報
を読み出す（ステップＳ２２）。そして、送受信部７１は、要求元である通信端末３ｂへ
、上記ステップＳ２２によって読み出された共有選択用画像及び画像管理情報を送信する
（ステップＳ２３）。これにより、通信端末３ｂの送受信部３１は、共有選択用画像及び
画像管理情報を受信することになる。そして、通信端末３ｂの記憶・抽出部３９は、記憶
部１０００に、上記ステップＳ２３によって受信された共有選択用画像及び画像管理情報
を記憶する（ステップＳ２４）。
【００９１】
　次に、通信端末３ｂの作成部３３は、共有選択用画像及び画像管理情報に基づいて、撮
影画像を選択するための共有画像選択リストを作成する（ステップＳ２５）。そして、通
信端末３ｂの表示制御部３４は、図１９（ａ）に示されているように、通信端末３ｂのデ
ィスプレイ３１５に共有画像選択リストSLを表示させることで、ユーザＢに対して、共有
選択用画像CEの選択を促す（ステップＳ２６）。なお、共有画像選択リストSLは、図１９
（ａ）に示されているように、画像管理情報が付加された共有選択用画像CEを表している
。例えば、共有選択用画像CEとして商業地域のビルが表示され、画像管理情報として、撮
影日時（２０１１年９月２０日　１１時２１分）、撮影画像の画像データサイズ（１３．
１ＭＢ）、及び、注目点が設定された数（０個）が表示される。
【００９２】
　次に、ユーザＢが所望の共有選択用画像CEを選択すると、通信端末３ｂの操作入力受付
部３２が、選択を受け付ける（ステップＳ２７）。そして、通信端末３ｂの送受信部３１
は、画像管理システム７に対して、上記ステップＳ２７によって選択された共有選択用画
像CEに付与されている画像識別情報を送信する（ステップＳ２８）。これにより、画像管
理システム７の送受信部７１は、画像識別情報を受信することになる。
【００９３】
　次に、画像管理システム７の記憶・抽出部７９は、記憶部７０００から、上記受信され
た画像識別情報と同じ画像識別情報が付与されている撮影画像を読み出す（ステップＳ２
９）。更に、記憶・抽出部７９は、記憶部７０００の所定領域管理ＤＢ７００２から、上
記受信された画像識別情報と同じ画像識別情報を含む所定領域管理情報を読み出す（ステ
ップＳ３０）。なお、画像管理システム７では、上記ステップＳ２９の処理の前に、管理
部が、画像管理ＤＢ７００１で管理されている画像管理情報の付属情報における「公開」
属性に基づき、非公開の場合（「×」の場合）には、上記ステップＳ２９、Ｓ３０の処理
を行わなくてもよい。
【００９４】
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　次に、送受信部７１は、通信端末３ｂに対して、上記ステップＳ２９によって読み出さ
れた撮影画像と、上記ステップＳ３０によって読み出された所定領域管理情報とを送信す
る（ステップＳ３１）。これにより、通信端末３ｂの送受信部３１が撮影画像及び所定領
域管理情報を受信することで、撮影画像のダウンロードが終了する。なお、通信端末３ｂ
が受信した撮影画像には、まだ注目点が全く設定されていないため、所定領域管理情報の
内容は何もない状態（空の状態）である。
【００９５】
　次に、通信端末３ｂの記憶・抽出部３９は、記憶部１０００に上記ステップＳ３１によ
ってダウンロードされた撮影画像を記憶させると共に、記憶部１０００の所定領域管理Ｄ
Ｂ３００１に上記ステップＳ３１によってダウンロードされた所定領域管理情報を記憶さ
せる（ステップＳ３２）。
【００９６】
　次に、通信端末３ｂの作成部３３は、撮影画像に基づいて、図６に示されているような
全天球パノラマ画像を作成し、表示制御部３４は、通信端末３ｂのディスプレイ３１５に
全天球パノラマ画像を表示させる（ステップＳ３３）。
【００９７】
　ここで、ユーザＢが、タッチパネル３１６を利用して、ディスプレイ３１５に表示され
ている全天球パノラマ画像を拡大するように操作すると、操作入力受付部３２がユーザＢ
の操作を受け付けることにより、表示制御部３４が、全天球パノラマ画像の一部を図１９
（ｂ）に示されているような平面の所定領域画像として拡大表示させる。
【００９８】
　図１９（ｂ）では、大別して、ディスプレイ３１５上に、所定領域画像表示領域３１１
０、サムネイル表示領域３１２０、及び、関連情報選択領域３１３０が表示されている。
このうち、所定領域画像表示領域３１１０は、全天球パノラマ画像や図１９（ｂ）に示さ
れているような平面の所定領域画像を表示する領域である。また、サムネイル表示領域３
１２０は、ユーザによって設定された注目点を含む所定領域画像に関するサムネイルを表
示する領域である。更に、関連情報選択領域３１３０は、サムネイルの種類を絞り込む際
に、ユーザによって選択される領域であり、後述の関連情報選択ボタンが表示される領域
である。なお、関連情報選択領域３１３０には、関連情報選択ボタンを表示するための関
連情報種類表示ボタン３１３０Ｆが表示されている。ユーザが、この関連情報種類表示ボ
タン３１３０Ｆを選択すると、後述の各種の関連情報選択ボタンが表示されることになる
。
【００９９】
　続いて、図２０を用いて、ユーザＢが注目点を含む所定領域を設定して、画像管理シス
テム７に所定領域を登録する場合について説明する。なお、図２０は、ユーザによって所
定領域が設定されて登録される処理を示したシーケンス図である。
【０１００】
　通信端末３ｂでは、注目点を含む所定領域の設定処理を行う（ステップＳ４１）。ここ
で、図２１及び図２２を用いて、ステップＳ４１を更に詳細に説明する。なお、図２１は
、所定領域の設定処理を示したフローチャートである。また、図２２は、所定領域の設定
処理を示した画面例である。
【０１０１】
　まず、図２２に示されているように、ユーザＢが、所定領域画像（部分画像Ｐ）のうち
、自ら注目した位置である注目点ＡＰ１を長押しすると、操作入力受付部３２が注目点Ａ
Ｐ１の受け付けを行う（ステップＳ４１－１）。
【０１０２】
　次に、表示制御部３４は、図２２に示されているように、長押しされた注目点ＡＰ１を
中心に選択枠３１１３を表示させる（ステップＳ４１－２）。なお、選択枠３１１３が目
立つように、選択枠３１１３の周りはマスキングされている。
【０１０３】
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　次に、ユーザＢが、選択枠３１１３の調整を行うと、操作入力受付部３２は、選択枠の
調整を受け付ける（ステップＳ４１－３）。この選択枠３１１３の調整により、図７に示
されている仮想カメラの座標と画角が変更されることになる。
【０１０４】
　次に、ユーザＢが、所定領域決定ボタン３１１１を押下すると、操作入力受付部３２は
、上記ステップＳ４１－３によって調整された後の領域で、注目領域の設定を受け付ける
（ステップＳ４１－４）。これにより、記憶・抽出部３９は、上記ステップＳ４１－４に
よって受け付けた注目領域に関する所定領域管理情報を、所定領域管理ＤＢ３００１に記
憶する（ステップＳ４１－５）。この通信装置は、この所定領域管理情報を用いて、対象
となる撮影画像の所定領域を特定し、サムネイルを生成する。さらに、この通信装置は、
この生成されたサムネイルに対応させてサムネイル識別情報を生成し、サムネイルとサム
ネイル識別情報とを、先の所定領域管理情報と対応づけて、所定領域管理ＤＢ３００１に
記憶される。
【０１０５】
　但し、この時点では、図１４に示されているような所定領域管理情報のうち、画像識別
情報、所定領域情報、及びシーンを除く関連情報が記憶される。即ち、画像識別情報は、
通信端末３で管理されている撮影画像の画像ＩＤである。また、所定領域情報は、上記ス
テップＳ４１－４で設定された仮想カメラの座標と画角である。更に、関連情報は、上記
ステップＳ４１－４で注目点を含む所定領域が設定されることで、所定領域画像が特定さ
れた日時、及び、上記ステップＳ４１－４で設定した（所定領域を特定した）ユーザＢの
名称であり、注目領域のシーンは含まれていない。なお、注目点表示／非表示切替ボタン
３１１２は、後述の注目点を表示又は非表示を切り替えるためのボタンである。
【０１０６】
　次に、図２０に戻り、通信端末３ｂの送受信部３１は、画像処理システム５に対して、
上記ステップＳ４１－５で記憶された所定領域管理情報と、サムネイル識別情報とを送信
する（ステップＳ４２）。これにより、画像処理システム５の送受信部５１は、所定領域
管理情報と、サムネイル識別情報とを受信することになる。
【０１０７】
　次に、画像処理システム５は、画像管理システム７に対して、上記ステップＳ４２によ
って受信された所定領域管理情報内の画像識別情報を送信することで、この画像識別情報
に対応する撮影画像を要求する（ステップＳ４３）。これにより、画像管理システム７の
送受信部７１は、画像識別情報を受信すると共に、この画像識別情報に対応する撮影画像
の要求を受け付けることになる。
【０１０８】
　次に、画像管理システム７では、記憶・抽出部７９が、上記ステップＳ４３によって受
信された画像識別情報が付与されている撮影画像を、記憶部７０００から読み出す（ステ
ップＳ４４）。そして、送受信部７１は、画像処理システム５に対して、ステップＳ４４
によって読み出された撮影画像を送信する（ステップＳ４５）。これにより、画像処理シ
ステム５の送受信部５１は、撮影画像を受信することになる。
【０１０９】
　次に、画像処理システム５では、シーン設定部５２が、上記ステップＳ４２によって受
信された所定領域管理情報の所定領域情報、及び上記ステップＳ４５によって受信された
撮影画像に基づいて、上記ステップＳ４１－４で設定された所定領域のシーンを設定する
（ステップＳ４６）。具体的には、シーン設定部５２は、撮影画像及び所定領域情報に基
づいて、撮影画像における所定領域画像の色や明るさ等の情報に基づいて、人影(Figure)
、風景(Landscape)、建物(Structure)、及び、その他(Other)のいずれのシーンであるか
を判断し、所定領域画像に最適なシーンを設定する。なお、通信端末３ｂ，３ｃが、画像
管理システム７から、設定済みのシーンの情報を受信するのは、通信端末３ｂ，３ｃが次
に画像管理システム７にアクセスし、図１８のステップＳ２１～Ｓ３１の処理によって、
所定領域管理情報を受信するときである。
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【０１１０】
　次に、画像処理システム５の送受信部５１は、画像管理システム７に対して、上記ステ
ップＳ４７によって決定されたシーンを含めた所定領域管理情報と、サムネイル識別情報
とを送信する（ステップＳ４７）。これにより、画像管理システム７の送受信部７１は、
所定領域管理情報と、サムネイル識別情報とを受信することになる。
【０１１１】
　次に、画像管理システム７の記憶・抽出部７９は、上記ステップＳ４７によって受信さ
れた所定領域管理情報と、サムネイル識別情報とを、所定領域管理ＤＢ７００２に記憶す
ることで、新たな所定領域管理情報と、サムネイル識別情報とを追加する（ステップＳ４
８）。
【０１１２】
　続いて、図１に示されているユーザＢが注目領域を設定した後、ユーザＣが、図１８に
示されているように、画像管理システム７から撮影画像と、所定領域管理情報と、サムネ
イル識別情報とのダウンロードをする場合について、図２３を用いて説明する。なお、図
２３は、所定領域の設定処理を示した画面例である。このうち、ユーザＣの画面である図
２３（ａ）は、ユーザＢの画面である図１９（ｂ）に対応している。また、ユーザＣの画
面である図２３（ｂ）は、ユーザＢの画面である図２２に対応している。
【０１１３】
　図２３（ａ）では、所定領域画像（部分画像Ｐ）上の特定位置に、ユーザＢによって設
定された注目点ＡＰ１が表示されている。また、サムネイル表示領域３１２０には、ユー
ザＢによって設定された注目点ＡＰ１を含む所定領域画像に関するサムネイルＴ１が表示
されている。更に、サムネイルＴ１内の右上隅には、本実施形態の画像共有システムを利
用する各ユーザが、この所定領域画像を閲覧して入力したコメントの数が表示されている
。
【０１１４】
　なお、サムネイルは、ユーザＣの通信端末３ｃの作成部３３によって作成された画像で
ある。この作成部３３は、ユーザＣが上記ステップＳ３１によってダウンロードされた撮
影画像及び所定領域管理情報に基づいてサムネイルを作成する。具体的には、作成部３３
は、図７に示されているように、ダウンロードされた撮影画像に基づく全天球パノラマ画
像において、この撮影画像と共に受信された所定領域管理情報における所定領域情報に基
づき仮想カメラＩＣの座標と画角を決定し、この場合の所定領域Ｔにおける所定領域画像
のサイズを縮小することで、サムネイルを作成する。この作成されたサムネイルは、先に
受信しているサムネイル識別情報と対応づけられる。
【０１１５】
　そして、ユーザＣが新たに注目点を追加したい場合、ユーザＣは、図２３（ｂ）で示さ
れている注目点ＡＰ２を指定し、この注目点ＡＰ２の周辺を所定領域として設定すること
で、図２０及び図２１に示されている処理と同様の処理が行われる。
【０１１６】
　以上のようにして、画像共有システムを利用する様々なユーザにより、注目領域の設定
が行われることになるため、各ユーザは、他のユーザが注目している箇所を把握すること
ができるため、各ユーザも他のユーザが注目している箇所を迅速に閲覧することができる
という効果を奏する。
【０１１７】
　但し、多数の注目点（所定領域）が設定されてしまうと、所定領域画像を閲覧しようと
するユーザを混乱させる恐れがある。そこで、以下では、図１に示されているユーザＤが
、通信端末３ｄを用いて、多数のサムネイルのうち、所望のサムネイルに絞り込む処理に
ついて、図２４乃至図３４を用いて説明する。なお、図２４は、多数の注目点が表示され
た図である。図２５は、サムネイルの絞込み処理を示したフローチャートである。
【０１１８】
　まず、ユーザＤは、ユーザＢ及びユーザＣと同様に、ステップＳ３１によってダウンロ
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ードされた撮影画像及び所定領域管理情報に基づいて、通信端末３ｄのディスプレイ３１
５上に、図２４に示されているような所定領域画像を表示させる。この所定領域画像上に
は、多数の注目点（ＡＰ１，ＡＰ２，ＡＰ３，ＡＰ４，・・・）が表示されている。また
、この状態では、サムネイル表示領域３１２０にサムネイルは表示されていない。
【０１１９】
　ここで、ユーザＤが、多数の注目点（所定領域画像）から、所望の種類の所定領域画像
を絞り込むために、図２４において、関連情報種類表示ボタン(Filterボタン)３１３０Ｆ
を押下すると、図２５に示されているように、操作入力受付部３２が押下を受け付ける（
ステップＳ１０１）。これにより、表示制御部３４は、図２６に示されているように、関
連情報選択領域３１３０上に、関連情報種類選択ボタン(ここでは、Dateボタン)３１３１
、関連情報種類選択ボタン(ここでは、Userボタン)３１３２、及び関連情報種類選択ボタ
ン(ここでは、Sceneボタン)３１３３を表示させる（ステップＳ１０２）。なお、図２６
は、関連情報種類選択ボタンを示した図である。
【０１２０】
　次に、ユーザＤが、上記３つのボタン（３１３１、３１３２、３１３３）のうちのいず
れか１つを押下すると、操作入力受付部３２は、３つのボタン（３１３１、３１３２、３
１３３）のうちのいずれか１つの選択を受け付ける（ステップＳ１０３）。更に、操作入
力受付部３２は、関連情報種類選択ボタン(Dateボタン)３１３１が受け付けられたか否か
を判断する（ステップＳ１０４）。
【０１２１】
　このステップＳ１０４によって、関連情報種類選択ボタン(Dateボタン)３１３１が押下
されたと判断された場合には（ＹＥＳ）、記憶・抽出部３９が、予め記憶部３０００に記
憶されている特定年月日選択メニューのデータを読み出す（ステップＳ１０５）。そして
、表示制御部３４が、図２７に示されているように、所定領域画像上に関連情報選択メニ
ュー（ここでは、特定年月日選択メニュー）３１４１を表示させる（ステップＳ１０６）
。なお、図２７は、所定領域画像の特定年月日を示した特定年月日選択メニューを示した
図であり、関連情報選択メニューの一例である。
【０１２２】
　次に、ユーザＤが、所望の年月日を押下すると、操作入力受付部３２は、所定領域画像
が特定された日の選択を受け付ける（ステップＳ１０７）。そして、記憶・抽出部３９は
、このステップＳ１０６によって受け付けられた年月日の情報を検索キーとして所定領域
管理ＤＢ３００１を検索することにより、受け付けられた年月日と同じ特定年月日の関連
情報を含む所定領域管理情報を抽出することで、所定領域管理情報の絞込みを行う（ステ
ップＳ１０８）。
【０１２３】
　次に、作成部３３は、上記ステップＳ１０８によって抽出された所定領域管理情報の画
像識別情報で示される撮影画像に対して、同じく上記ステップＳ１０８によって抽出され
た所定領域管理情報の所定領域情報を用いて、図７及び図８（ａ）で示された方法により
、所定領域画像を特定すると共に、この所定領域画像からサムネイルを作成する（ステッ
プＳ１０９）。なお、作成部３３は、上記ステップＳ１０６で受け付けた年月日と同じ全
ての特定年月日の関連情報を含む所定領域管理情報についても、サムネイルを作成する。
また、この際、作成部３３は、作成したサムネイルを識別するために、先に受信している
サムネイル識別情報とを関連付けておく。
【０１２４】
　次に、表示制御部３４は、作成部３３によって作成された全てのサムネイルを、図２８
に示すように、サムネイル表示領域３１２０に表示させることで、このサムネイル表示領
域３１２０の表示を更新する（ステップＳ１１０）。なお、図２８は、サムネイルを示し
た図である。
【０１２５】
　一方、上記ステップＳ１０４において、関連情報種類選択ボタン(Dateボタン)３１３１
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が押下されたと判断されなかった場合には（ＮＯ）、記憶・抽出部３９は、関連情報種類
選択ボタン(Userボタン)３１３２、又は関連情報種類選択ボタン(Sceneボタン)３１３３
のうち、選択されたボタンの名称を示す関連情報を、所定領域管理ＤＢ３００１から読み
出す（ステップＳ１１１）。例えば、上記ステップＳ１０３によって、関連情報種類選択
ボタン(Userボタン)３１３２が受け付けられた場合には、特定者名(User)の属性（フィー
ルド）内の全ての名称が読み出される。また、上記ステップＳ１０３によって、関連情報
種類選択ボタン(Sceneボタン)３１３３が受付された場合には、シーン(Scene)の属性（フ
ィールド）内の全ての名称が読み出される。
【０１２６】
　次に、作成部３３は、上記ステップＳ１１１によって読み出された名称に基づいて、関
連情報選択メニューを作成する（ステップＳ１１２)。例えば、上記ステップＳ１０３に
よって、関連情報種類選択ボタン(Userボタン)３１３２が選択されていた場合には、作成
部３３によって、図２９（ａ）に示されているように、所定領域画像を特定した特定者名
を示す関連情報選択メニュー（特定者名選択メニュー）３１４２が作成される。また、上
記ステップＳ１０３によって、関連情報種類選択ボタン(Sceneボタン)３１３３が選択さ
れていた場合には、作成部３３によって、図２９（ｂ）に示されているように、所定領域
画像のシーンを示す関連情報選択メニュー（シーン選択メニュー）３１４３が作成される
。
【０１２７】
　なお、図２９（ａ）は所定領域画像の特定者名を示す特定者名選択メニューを示した図
であり、関連情報選択メニューの一例である。また、図２９（ｂ）は所定領域画像のシー
ンを示すシーン選択メニューを示した図であり、関連情報選択メニューの一例である。
【０１２８】
　次に、表示制御部３４は、上記ステップＳ１１２によって作成された関連情報選択メニ
ューを表示させる（ステップＳ１１３）。その後は、上記ステップＳ１０７項と同様の処
理が行われるため、その説明を省略する。
【０１２９】
　続いて、図３０及び図３４を用いて、所定領域画像の表示処理を説明する。なお、図３
０は、所定領域画像の表示処理を示すフローチャートである。図３４は、サムネイルに対
応する所定領域画像を示した図である。
【０１３０】
　まず、ユーザＤは、上記ステップＳ１１０によって表示されたサムネイルのうち、所望
のサムネイルを押下すると、操作入力受付部３２は、サムネイルの選択を受け付ける（ス
テップＳ２０１）。そして、記憶・抽出部３９は、上記ステップＳ２０１によって受け付
けられたサムネイルのサムネイル識別情報に基づいて、所定領域管理テーブル（図１４参
照）を検索することにより、対応する所定領域情報を読み出す（ステップＳ２０２）。
【０１３１】
　次に、表示制御部３４は、図３１に示されているように、図２８に示されている所定領
域画像に係る所定領域情報の（ｘ，ｙ）パラメータは同じであるが、仮想カメラＩＣの画
角を徐々に予め定められている画角にした所定領域画像を表示させる（ステップＳ２０３
）。なお、図３１は、予め定められた画角の所定領域画像を示した図である。ここでは、
図２８に示されている所定領域画像の場合の画角よりも、図３１に示されている所定領域
画像の場合の画角の方が広いため、ユーザは、より広範囲を見ることができる。
【０１３２】
　次に、表示制御部３４は、図３１に示されている所定領域画像の場合の画角と同じ画角
であるが、図３１に上記ステップＳ２０２によって読み出された所定領域情報の（ｘ，ｙ
）パラメータが中心となる所定領域画像を表示させる（ステップＳ２０４）。
【０１３３】
　次に、表示制御部３４は、図３２に示されている所定領域画像に係る所定領域情報の（
ｘ，ｙ）パラメータは同じであるが、徐々に仮想カメラＩＣの画角を狭くして行くことで
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、図３３に示されているような所定領域画像を経由して図３４に示されているような所定
領域画像（部分画像Ｐ１）を表示させる(ステップＳ２０５)。なお、図３２及び図３３は
、サムネイルに対応する所定領域画像を表示する前の所定領域画像を示した図である。ま
た、図３４は、サムネイルに対応する所定領域画像を示した図である。
【０１３４】
　＜＜本実施形態の主な効果＞＞
　以上説明したように本実施形態によれば、通信端末３は、パノラマ画像における所定領
域画像に関するサムネイルを表示させ、所定のサムネイルの選択を受け付けることで、こ
の受け付けられたサムネイルに関するパノラマ画像上の所定領域画像を表示させることが
できる。よって、ユーザは、所望のパノラマ画像、又はパノラマ画像における所望の所定
領域の画像を探し出すことが容易になるという効果を奏する。
【０１３５】
　また、多数の全天球パノラマ画像（撮影画像）又は多数の所定領域画像（注目点）があ
る場合であっても、ユーザは所望のサムネイルを絞り込んでから所定領域画像を特定する
ことができるため、ユーザが所定領域画像を閲覧する際に、困惑させることを減少させる
ことができる。これにより、ユーザは、所望の全天球パノラマ画像、又は全天球パノラマ
画像における所望の所定領域画像を探し出すことが容易になるという効果を奏する。
〔第２の実施形態〕
　次に、図３５及び図３６を用いて、第２の実施形態について説明する。上記第１の実施
形態では、画像処理システム５でシーンが設定されるのに対して、本実施形態では、通信
端末３´でシーンが設定される点が特徴である。
【０１３６】
　＜＜実施形態のハードウェア構成＞＞
　本実施形態のハードウェア構成は、上記第１の実施形態と同様であるため、その説明を
省略する。
【０１３７】
　＜＜実施形態の機能構成＞＞
　次に、図３５を用いて、本実施形態の機能構成について説明する。なお、図３５は、本
実施形態の通信端末の機能ブロック図である。なお、上記第１の実施形態では、図１３に
示されているように、画像処理システム５がシーン設定部５２を有しているのに対して、
本実施形態では、図３５に示されているように、通信端末３´がシーン設定部３５を有し
ている点で、両者は相違している。これ以外の機能構成は、上記第１の実施形態と同様で
あるため、同一の機能に関しては同一の符号を付して、その説明を省略する。
【０１３８】
　本実施形態のシーン設定部３５は、図１０に示されている各構成要素のいずれかが、Ｓ
ＲＡＭ１１３からＤＲＡＭ１１４上に展開された通信端末３´用のプログラムに従ったＣ
ＰＵ１１１からの命令によって動作することで実現される機能又は手段である。また、シ
ーン設定部３５は、通信端末３´の記憶部３０００に記憶されている撮影画像のデータに
基づいて、撮影画像が人影、風景、又は建物を示したものであるか等のシーンを設定する
。この設定方法は、第１の実施形態におけるシーン設定部５２の処理と同様である。
【０１３９】
　＜＜実施形態の処理または動作＞＞
　続いて、図２０乃至図２２、及び図３６を用いて、本実施形態の処理または動作につい
て説明する。なお、図３６は、本実施形態における所定領域の設定処理を示した画面例で
ある。
【０１４０】
　上記第１の実施形態では、図２１に示されているように、通信端末３側で、所定領域画
像のシーンを設定せずに、図２０のステップＳ４２で示されているように、画像処理シス
テム５側で設定したのに対して、本実施形態では、図２１のステップＳ４１－４とステッ
プＳ４１－５の間で、通信端末３´が所定領域画像のシーンを設定する。
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【０１４１】
　本実施形態では、上記第１の実施形態と同様に、図２２において所定領域（注目点）の
設定が受付された後に、表示制御部３４が、図３６に示されているように、ユーザから各
シーンの設選択を受け付けるためのシーン選択メニュー３１１４を、所定領域画像表示領
域３１１０上に表示させる。このシーン選択メニュー３１１４には、人影(Figure)、風景
(Landscape)、建物(Structure)、及び、その他(Other)のいずれかのシーンをユーザが選
択するためのボタンが表示されている。そして、これらのボタンのうち、いずれかのボタ
ンが押下されたことは、操作入力受付部３２よって認識されて、最終的にシーン設定部が
シーンを設定する。
【０１４２】
　更に、上記第１の実施形態では、図２１のステップＳ４１－５に示されているように、
シーンを除く所定領域管理情報が、所定領域管理ＤＢ３００１に記憶されていたのに対し
て、本実施形態では、シーンを含む所定領域管理情報が、所定領域管理ＤＢ３００１に記
憶される。なお、シーンを含む所定領域管理情報は、通信端末３´から、画像処理システ
ム５を介して画像管理システム７へ、又は直接、画像管理システム７へ送信されることで
、画像管理システム７が、図２０のステップＳ４８と同様に、所定領域管理ＤＢ７００２
へ記憶して管理される。これにより、シーンを含む所定領域管理情報は、画面共有システ
ムで管理されることになり、他のユーザが取得することができるようになる。
【０１４３】
　＜＜本実施形態の主な効果＞＞
　以上説明したように本実施形態によれば、ユーザが自ら所定領域画像のシーンを設定す
ることができるため、上記第１の実施形態の効果に加え、ユーザが意図したシーンとして
、所定領域画像を画像共有システムに登録することができるという効果を奏する。
〔第３の実施形態〕
　次に、図３７及び図３８を用いて、第３の実施形態について説明する。上記第１の実施
形態では、通信端末３でサムネイルが作成されるのに対して、本実施形態では、画像管理
システム７´でサムネイルが作成される点が特徴である。
【０１４４】
　＜＜実施形態のハードウェア構成＞＞
　本実施形態のハードウェア構成は、上記第１の実施形態と同様であるため、その説明を
省略する。
【０１４５】
　＜＜実施形態の機能構成＞＞
　次に、図３７を用いて、本実施形態の機能構成について説明する。なお、図３７は、本
実施形態の画像管理システム７´の機能ブロック図である。なお、上記第１の実施形態で
は、図１３に示されているように、通信端末３が作成部３３を有しているのに対して、本
実施形態では、図３７に示されているように、画像管理システム７´が作成部７３を有し
ている点で、両者は相違している。これ以外の機能構成は、上記第１の実施形態と同様で
あるため、同一の機能に関しては同一の符号を付して、その説明を省略する。
【０１４６】
　（画像管理システムの各機能構成）
　次に、図３７を用いて、画像管理システム７´の各機能構成について詳細に説明する。
なお、ここでは、上記第１の実施形態と相違する作成部７３についてのみ説明する。
【０１４７】
　本実施形態の作成部７３は、図１２に示されている主にＣＰＵ５０１の処理によって実
現され、記憶・抽出部７９によって読み出された所定領域管理情報（画像識別情報）で識
別される全天球パノラマ画像における所定領域画像に基づいて、この所定領域画像に関す
るサムネイル、及びこの作成したサムネイルを識別するためのサムネイル識別情報も作成
する。
【０１４８】
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　＜＜実施形態の処理または動作＞＞
　続いて、図１８及び図３８を用いて、本実施形態の処理または動作について説明する。
なお、図３８は、第３の実施形態における撮影画像及び所定領域管理情報のダウンロード
の処理を示したシーケンス図である。また、本実施形態では、上記第１の実施形態と同様
に、図１８のステップＳ２１～Ｓ３０と同じ処理を行うため、この処理以降の処理に関し
て、図３８を用いて説明する。
【０１４９】
　図３８に示されているように、画像管理システム７´の作成部７３は、記憶・抽出部７
９によって読み出された所定領域管理情報（画像識別情報）で識別される全天球パノラマ
画像における所定領域画像に基づいて、この所定領域画像に関するサムネイルを作成する
と共に、この作成したサムネイルを識別するためのサムネイル識別情報も作成する。
【０１５０】
　次に、送受信部７１は、図１８に示されているステップＳ３１と同様に、通信端末３ｂ
に対して、図１８に示されているステップＳ２９によって読み出された撮影画像と、図１
８に示されているステップＳ３０によって読み出された所定領域管理情報とを送信するだ
けでなく、図３８に示されているステップＳ１３０によって作成されたサムネイル及びサ
ムネイル識別情報を送信する。（ステップＳ１３１）。これにより、通信端末３ｂの送受
信部３１が、撮影画像及びサムネイル、並びに所定領域管理情報及びサムネイル識別情報
を受信することで、撮影画像のダウンロードが終了する。なお、上記ステップＳ１３０に
よって作成されたサムネイル識別情報が、所定領域管理情報の各画像識別情報、所定領域
情報、及び関連情報に関連付けられている。
【０１５１】
　次に、通信端末３ｂの記憶・抽出部３９は、記憶部１０００に図３８に示されているス
テップＳ１３１によってダウンロードされた撮影画像及びサムネイルを記憶させると共に
、記憶部１０００の所定領域管理ＤＢ３００１に上記ステップＳ１３１によってダウンロ
ードされた所定領域管理情報を記憶させる（図３８に示されているステップＳ１３２）。
この所定領域管理ＤＢ３００１に記憶された所定領域管理情報は、図１６と同様の形態の
管理テーブルを構成している。
【０１５２】
　次に、通信端末３ｂの作成部３３は、図１８に示されているステップＳ３３と同様に、
撮影画像に基づいて、図６に示されているような全天球パノラマ画像を作成し、表示制御
部３４は、通信端末３ｂのディスプレイ３１５に全天球パノラマ画像を表示させる（図３
８に示されているステップＳ１３３）。
【０１５３】
　＜＜本実施形態の主な効果＞＞
　以上説明したように本実施形態によれば、画像管理システム７´側で、一括してサムネ
イルを作成することができるため、上記第１の実施形態の効果に加え、各通信端末にサム
ネイルを作成するプログラムをインストールする必要がないという効果を奏する。
【０１５４】
　〔実施形態の補足〕
　上記各実施形態における画像処理システム５、及び画像管理システム７は、単一のコン
ピュータによって構築されてもよいし、各部（機能又は手段）を分割して任意に割り当て
られた複数のコンピュータによって構築されていてもよい。
【０１５５】
　また、上記実施形態の各プログラムが記憶されたＣＤ－ＲＯＭ等の記録媒体、並びに、
これらプログラムが記憶されたＨＤ５０４は、いずれもプログラム製品(Program Product
)として、国内又は国外へ提供されることができる。
【０１５６】
　更に、上記各実施形態では、図１６に示されているように、所定領域管理テーブルの形
式で所定領域管理情報を関しているが、これに限るものではなく、図３９に示されている
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ように、ＵＲＬの形式で管理されるようにしてもよい。なお、図３９は、リンク情報の内
容を示した図である。
【０１５７】
　また、上記第１の実施形態では、図２５のステップＳ１０８により、所定領域管理情報
の絞込みを行った後に、ステップＳ１０９により、サムネイルを作成しているが、これに
限るものではない。例えば、記憶・抽出部３９は所定領域管理情報の絞込みを行わずに、
表示制御部３４が全てのサムネイルが表示するようにしてもよい。
【符号の説明】
【０１５８】
　１　撮影装置
　３ａ、３ｂ、３ｃ、３ｄ　通信端末
　５　画像処理システム
　７　画像管理システム
　９　通信ネットワーク
　９ａ、９ｂ、９ｃ、９ｄ　基地局
　３１　送受信部
　３２　操作入力受付部（受付手段の一例）
　３３　作成部（作成手段の一例）
　３４　表示制御部（表示制御手段の一例）
　３５　シーン設定部（設定手段の一例）
　３９　記憶・抽出部（抽出手段の一例）
　５１　送受信部
　５２　シーン設定部
　７１　送受信部
　７９　記憶・抽出部
　３１５　ディスプレイ（表示手段の一例）
　３０００　記憶部（記憶手段の一例）
　３００１　所定領域管理ＤＢ
　７０００　記憶部
　７００１　画像管理ＤＢ
　７００２　所定領域管理ＤＢ
【先行技術文献】
【特許文献】
【０１５９】
【特許文献１】特開２０１１－７６２４９
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